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先月は、我が家の稲刈りに始

まり、出張が立て続きかなりの

ハードスケジュールでした。

特に世間がシルバーウィーク

という辺りからほとんど地元に

おりませんでした。その中で高

校の同期会で小樽、大学の男子

寮の廃寮を控えての卒寮生の大

集会など、個人的に大変楽しい行程もありまし

た。

この時期大変過ごしやすく、北海道とも気温

差が余りなかったため着替えや体調的にはラク

でした。

ところが、10月の声を聴くという段になって

急に気温が下がり始めたようで、これまでとお

りのつもりで居ると、體をウッカリ冷やしてし

まうかもしれません。ご注意ください。

秋の日はつるべ落としと申しますが、日の暮

れるのも早まるとともに、あっという間に冬を

迎えることになるのかもしれません。既に気の

早い予定として師走の日程照会が始まりまし

た。

そうやって、時間だけが猛烈な勢いで過ぎ

去っていく日々の繰り返しでは、何のために生

まれてきたのやら考え直し、見つめなおす余裕

もなくなってしまうようです。

先延ばしになってしまっている「やりたいこ

と」、いつかやろうと決めてはいるものの手が

付けられていないこと、ほんの僅かでもよいの

で何か始めてみませんか？

目先のことに全ての意識と時間を取られてい

ると、目先の処理しかできず、その先にはやは

り「目先のこと」しか現れないはずです。

大きな転機とは、小さな一歩から始まるもの

なんだと思うのです。（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

能登半島・羽咋市にて

by ham a

本ニュースにレギュラー執筆

していただいている川畠さん

が「能登の夜市」の姉妹店を

開店されました。

上京された際、ご利用になっ

てみてください。

もちろん、川畠さんご自身も

お店に立っておられます。

日本酒バルChintara

03-6427-8183

17:00～24:00

金曜17:00～28:00日曜祝休

渋谷区道玄坂2-19-3

ライオンズマンション道玄坂1階



濱
の
つ
ぶ
や
き

『

あ
る
手
術

』

齢
八
十
に
な
る
母
が
股
関
節
の
大
手
術
を
決
断
し
た
。

家
事
全
般
を
母
に
任
せ
切
り
で
あ
る
父
の
世
話
の
た
め
に
も
、

余
生
の
不
自
由
を
解
消
し
た
い
と
。
母
は
、
長
女
で
あ
り
、
そ
の

母
（
私
の
祖
母
）
が
健
在
で
あ
る
こ
と
も
何
処
か
で
影
響
し
て
い

る
の
か
も
知
れ
な
い
。

母
は
、
三
十
年
ほ
ど
前
に
も
一
度
股
関
節
の
手
術
を
受
け
て
い

る
。
当
時
の
医
者
の
ミ
ス
で
本
来
無
用
な
再
手
術
を
受
け
、
難
儀

し
た
ら
し
い
。
そ
の
辛
い
記
憶
を
乗
り
越
え
て
再
び
臨
む
今
回

は
、
あ
る
種
の
挑
戦
で
も
あ
る
と
思
う
。

◆
◆
◆

人
間
は
、
身
体
を
通
じ
た
言
動
で
、
外
部
に
影
響
を
与
え
る
。

つ
ま
り
言
動
は
、
自
ら
の
意
志
の
表
現
で
も
あ
る
。

だ
と
す
る
と
、
人
間
と
は
「
意
志
↓
言
動
」
の
繰
り
返
し
の
中

か
ら
、
何
か
を
表
現
し
創
造
し
続
け
て
い
る
存
在
だ
、
と
も
言
え

る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
何
か
へ
の
挑
戦
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

自
分
で
目
標
と
す
る
状
態
へ
の
移
行
を
意
志
決
定
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
［
そ
れ
を
行
動
に
移
す
・
何
が
し
か
の
結
果
を
得
る
・

目
標
に
至
る
方
策
を
模
索
す
る
・
行
動
を
修
正
す
る
］
を
積
み
重

ね
、
目
標
に
近
づ
こ
う
と
す
る
姿
勢
。
そ
れ
が
他
人
か
ら
見
て
挑

戦
と
見
え
る
の
だ
ろ
う
。

マ
ラ
ソ
ン
未
経
験
者
が
突
如
、
本
格
的
な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
、
し
か
も
驚
く
べ
き
記
録
を
出
す
と
い
う
よ
う
に
、

他
人
に
と
っ
て
は
、
従
前
の
状
態
と
事
後
の
結
果
（
目
標
）
の
質

的
な
差
が
大
き
く
、
し
か
も
短
期
間
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
挑
戦
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
劇
的
に
写
る
。

平
均
的
に
算
定
さ
れ
る
余
命
が
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
な
い
歳
で

あ
っ
て
も
、
全
身
麻
酔
や
過
去
の
体
験
の
怖
れ
を
乗
り
越
え
て
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
人
生
の
質
）
を
求
め
て
手
術
を
決
断
し
、
そ
れ
に
臨
む

こ
と
は
、
そ
の
後
の
人
生
を
創
造
す
る
勇
気
あ
る
挑
戦
で
あ
る
。

挑
戦
・
創
造
を
放
棄
し
て
、
愚
痴
・
泣
き
言
・
不
平
不
満
を
垂
れ

流
し
て
暮
ら
す
生
き
方
へ
の
永
訣
で
も
あ
る
。

◆
◆
◆

手
術
と
リ
ハ
ビ
リ
で
約
一
月
間
の
入
院
と
な
る
母
に
対
し
て
、

そ
の
間
独
り
で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
父
の
日
々
も
ま
た
、

挑
戦
だ
。
料
理
が
で
き
な
い
父
の
た
め
に
、
母
が
大
量
に
取
り
寄

せ
た
レ
ト
ル
ト
の
惣
菜
を
、
湯
を
沸
か
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
。
ご
飯
を
炊
く
。
洗
濯
し
て
干
し
、
取
り
込
ん
で
収
納
す
る
。

風
呂
を
沸
か
す
…
。
そ
れ
ま
で
妻
に
頼
り
き
り
だ
っ
た
家
事
全
般

を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
、
自
分
が
窮
す
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
男
は
家
事
も
で
き
な
け
れ
ば
」
と
、
幼
少
の
頃

か
ら
母
に
仕
込
ま
れ
た
自
分
と
違
い
、
八
十
半
ば
を
過
ぎ
て
、
身

体
に
色
々
と
不
自
由
を
抱
え
な
が
ら
も
、
い
き
な
り
未
経
験
の
仕

事
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
父
も
、
ま
た
挑
戦
者
だ
。

◆
◆
◆

術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
・
日
々
の
家
事
。
と
も
に
小
さ
な
「
今
」
の

積
み
重
ね
だ
。

人
は
、
過
去
の
記
憶
に
拘
泥
す
る
と
、
後
悔
や
「
あ
あ
す
れ
ば

良
か
っ
た
の
で
は
」
と
い
う
迷
い
に
囚
わ
れ
る
。

逆
に
、
未
来
の
不
確
定
さ
に
意
識
が
は
ま
る
と
、
不
安
や
「
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
」
と
い
う
迷
い
に
囚
わ
れ
る
。

「
結
果
を
出
す
ア
ス
リ
ー
ト
」
養
成
の
た
め
の
最
新
の
ス
ポ
ー

ツ
応
用
心
理
学
が
説
き
、
禅
を
は
じ
め
と
し
て
原
始
仏
教
で
も
共

通
し
て
説
か
れ
て
い
た
こ
と
。
そ
れ
は
「
今
に
生
き
る
」
で
あ
る
。

過
去
の
後
悔
と
「
今
」
と
の
落
差
は
、
自
ら
の
成
長
の
程
度
を

示
す
。
同
時
に
、
未
来
へ
の
不
確
定
性
と
「
今
」
と
の
落
差
は
、

可
能
性
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
い
ず
れ
に
も
囚

わ
れ
ず
、
今
な
す
べ
き
こ
と
に
集
中
し
て
向
き
合
う
。
こ
れ
が
結

果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

◆
◆
◆

一
方
、
日
々
の
暮
ら
し
の
雑
事
に
か
ま
け
、
時
々
刻
々
目
先
の
事

に
縛
ら
れ
て
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
く
人
生
で
は
、
永
遠
に
目
先

の
延
長
に
過
ぎ
な
い
。
最
終
的
に
何
も
起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
。

「
今
に
生
き
る
」
と
同
時
に
、
挑
戦
す
べ
き
目
標
・
ビ
ジ
ョ
ン
、

つ
ま
り
は
「
人
生
の
創
造
」
が
要
る
。
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
に
向

か
っ
て
ひ
た
む
き
に
「
今
を
生
き
る
」
。
そ
の
生
き
方
自
体
が
挑
戦

的
・
創
造
的
人
生
な
の
だ
。

地
球
上
で
、
新
た
な
創
造
が
で
き
る
生
物
は
、
唯
一
人
間
だ
け
で

あ
る
。
つ
ま
り
創
造
と
そ
れ
へ
の
挑
戦
は
、
人
間
に
だ
け
与
え
ら
れ

た
、
言
わ
ば
「
持
っ
て
生
ま
れ
た
性
質
」
な
の
で
あ
る
。

目
標
自
体
の
大
小
・
質
は
、
問
わ
れ
な
い
。
目
標
を
立
て
る
こ
と

自
体
が
意
識
の
創
造
だ
。
小
さ
な
目
標
を
ひ
と
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
、

人
生
を
創
造
し
て
い
く
過
程
で
、
よ
り
大
き
な
挑
戦
し
て
み
た
い

目
標
が
姿
を
現
す
か
も
知
れ
な
い
。

◆
◆
◆

日
々
の
雑
事
に
追
わ
れ
る
生
き
方
か
ら
、
よ
り
人
間
ら
し
い
創

造
的
・
挑
戦
的
生
き
方
に
シ
フ
ト
す
る
に
は
、
一
度
立
ち
止
ま
る
し

か
な
い
。

本
当
は
、
何
が
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
「
大
人
に
な
る
」
と

い
う
社
会
適
応
を
求
め
ら
れ
る
過
程
で
、
何
を
忘
れ
・
見
な
い
よ
う

に
隠
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る

意
思
を
持
つ
こ
と
か
ら
し
か
始
ま
ら
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
今
の
生

き
方
の
延
長
線
上
に
、
そ
れ
が
あ
り
そ
う
な
の
か
、
そ
の
種
が
見
つ

か
り
そ
う
な
の
か
、
そ
れ
自
体
も
や
が
て
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

ね
ず
み
の
車
回
し
も
、
一
度
止
め
な
け
れ
ば
、
逆
回
転
は
で
き
な

い
。し

か
し
、
順
風
満
帆
で
人
生
の
歯
車
が
回
っ
て
い
る
時
に
、
そ
の

歯
車
を
止
め
た
い
と
思
う
こ
と
は
殆
ど
な
い
だ
ろ
う
。

事
故
・
重
大
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
・
怪
我
・
病
気
・
大
切
な
人
と
の
別

れ
…
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
歯
車
が
回
ら
な
く
な
る
こ
れ
ら
の
出

来
事
が
起
き
て
、
初
め
て
人
は
立
ち
止
ま
ら
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
人

は
そ
こ
か
ら
模
索
を
始
め
、
よ
う
や
く
一
縷
の
光
を
見
出
し
、
そ
れ

ら
向
か
っ
て
歩
み
だ
す
。
次
の
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
そ
う
や
っ
て

登
場
す
る
。

だ
と
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
一
見
良
く
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
で
き

事
は
、
よ
り
善
き
人
生
の
た
め
の
転
機
を
与
え
て
く
れ
た
大
い
な

る
一
旦
停
止
信
号
な
の
で
は
な
い
か
。
身
の
回
り
に
、
良
く
な
い
出

来
事
が
生
じ
た
と
き
、
そ
う
捉
え
ら
れ
た
瞬
間
か
ら
、
新
た
な
挑
戦

と
創
造
が
始
ま
る
の
だ
ろ
う
。

人
生
に
お
け
る
良
く
な
い
出
来
事
と
は
、
不
平
・
不
満
・
愚
痴
・

泣
き
言
で
満
た
さ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
、
表
面
的
な
満
足
で

留
ま
り
本
当
に
求
め
て
い
た
世
界
と
は
違
う
生
き
方
と
の
永
訣
を

迫
り
、
挑
戦
と
創
造
の
積
み
重
ね
の
末
に
し
か
獲
得
で
き
な
い
輝

か
し
い
成
果
と
い
う
果
実
へ
の
道
程
を
暗
示
し
て
い
る
可
能
性
を

見
出
せ
る
か
ど
う
か
。

先
ず
は
、
こ
の
点
に
掛
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

◆
◆
◆

た
だ
し
、
目
標
設
定
・
コ
ツ
コ
ツ
型
の
注
意
点
は
、
ガ
ン
バ
ル
教

に
、
憑
り
付
か
れ
な
い
こ
と
だ
。
つ
い
つ
い
頑
張
り
過
ぎ
て
し
ま
う

気
性
が
、
遺
伝
子
的
に
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
の
が
日
本
人
。
ス
ポ
ー

ツ
応
用
心
理
学
で
も
、
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
で
、
心
の
状

態
が
融
通
無
碍
に
な
り
結
果
的
に
成
果
が
出
せ
る
と
説
い
て
い

る
。
成
果
目
標
を
設
定
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
出
す
こ
と
・
達
成
す
る

こ
と
に
の
み
囚
わ
れ
る
と
逆
に
成
果
が
出
せ
な
く
な
る
と
い
う
ジ

レ
ン
マ
に
陥
る
と
い
う
。

や
り
た
い
か
ら
や
る
。
そ
ん
な
挑
戦
が
真
の
創
造
性
を
産
む
の

だ
と
、
手
術
室
へ
と
向
か
う
母
を
見
送
り
な
が
ら
確
信
し
て
い
た
。



と最初にいい訳をさせていただきます。新規出店候補先を横取りされたこと、5

年使ったPCが壊れたこと、お気に入りのカーディガンを酔っぱらってどこかに進呈

してしまったこと、髭を剃ったら3カ月の息子が父とわからず泣きじゃくること

等々この一カ月いろいろあったのですがここで書くには帯襷で、、、、、。

ということで、今回は晩婚化・少子化に対して飲食店ができることについて考え

てみたいと思います。決して悪ふざけや投げやりではありませんのであしからず。

単に興味があるだけです（笑）。

飲食店をやっていると、いろいろな方々と店主、お客様という関係を通して知り

合い仲良くなる事が多々あります。中には、十年来の友人かのように月に何度もプ

ライベートで食事をともにする仲間もできたりします。ですが、これがお客さん同

士となるとそうはうまくいかないようです。

今、都内の主要な有楽街では“相席屋 (あいせきや)”という名称で素人の男女の

出会いを提供する居酒屋が盛業のようです。システムとしては、

・男性が30分飲み放題で1,500円。女性客は無料。

・男性客は来店後に席につくと、女性同士のお客さんから指名があれば相席になれ

ます。

・相席となった男性客は女性客の飲食代はご馳走する。

ざっとこういうシステムです。

開店前には男性客で行列ができるほど今人気のお店です。しかし、実態を聞くと

女性が単にタダ飲み・タダ食いをしたいがために訪れるケースが多いらしく男性客

の間では「あそこに行っても出会いがないどころか、単にお金を取られて終わり」

という噂が蔓延しているようです。それでも行ってしまうのが男性の悲しい性なの

かも知れませんが。私から見ても、キャパクラや出会い喫茶といった風営法の対象

となる業態ととどこが違うんだ?と思ってしまいます。そのうち規制の対象になるで

しょう。

私の店の場合、石川県や北陸のお客様の比率も高いので、地元話に花が咲いてみ

たいな事もあるのかな?と想定していましたが、実際お店では盛り上がるのですが

『素性を知らない他人とコミュニケーションを持つのは、今共有しているこの場だ

けでいい』というのが特に女性側の認識のようです。

では、どうすれば飲食店が健全な出会いの場を提供できるか!?お店側が積極的に

お客さん同士を巻き込んで、店の外も活動できるコミュニティ形成をするしかない

かなと。例えば、次の新業態が北陸の商材をなんでも炭火で焼いてしまうという業

態なので

・市町村コミュニティをつくる⇒おらが街ノートをつくる。

・市町村対抗のイベントを開催⇒体育祭、食祭等

つまり、何か近しいアイデンティティを持っているという安心感が大切なのかもし

れません。でも、それを飲食店がやるって大変だ。

ＪＲから、北海道新幹線（新青森～新函館北斗）の開業日が2016年３月26日、運

行本数が新函館北斗～東京が10往復、新函館北斗～仙台、盛岡、新青森が各１往復の

計13往復と発表された。最速列車では、新函館北斗～東京が４時間10分で運行され

る。いよいよ開業まで半年を切り、目前になってきた感がある。

このシリーズ３回目の今回は、北海道新幹線の玄関口となる木古内駅について、筆

者が2013年12月に木古内町に立ち寄った時に得た知見と現在の状況を織り交ぜて紹

介する。

現在の津軽海峡線で青森側から青函トンネルを潜り、北海道に入り停車する駅が木

古内駅（上磯郡木古内町）である。木古内町は、函館市から西に約40㎞に位置し、人

口4,577人（平成27年８月末日現在）を数える。町の人口は1955年の13,484人が

ピークであり、約３分の１になった。新幹線停車駅としては、「きただより67」で紹

介した奥津軽いまべつ駅がある青森県今別町に次いで２番目に人口が少ない。

木古内町で有名なものをあげると、まず１月15日に行われる約200年の伝統を誇

る「寒中みそぎ祭り」（みそぎ浜）がある。これは４人の行修者がみそぎ浜で別当、

稲荷、山の神、弁財天の４体のご神体を潔める神事であり、約5,000人の人出があ

る。また、戊辰戦争で敗れた仙台藩士らが咸臨丸で仙台から小樽に向かう途中、木古

内のサラキ岬で座礁し、咸臨丸終焉の地とされている。現在は、咸臨丸ゆかりのオラ

ンダから直輸入した約80種５万球のチューリップが咲く「サラキ岬チューリップ園」

が整備されている。

木古内駅前には、町の観光交流センター「みそぎの郷きこない」が整備され、農協

女性部による産直施設「きこりろ」が駅前に移転した。木古内駅から南にまっすぐ延

びる道路沿いの商店街は、20数年前に訪れた時に比較し商店数が大幅に減少したが、

「駅前通商店街景観統一事業」で「地元スギ材を使用した駅前商店街の景観統一を

図っていた。特に東出酒店は、スギ材の店舗と道産米による限定酒「みそぎの舞」の

暖簾が目をひく。

木古内は、2013年12月に廃止された江差線（木古内～江差）、1988年の青函ト

ンネル開通時に廃止された松前線（木古内～松前）が分岐する鉄道のまちでもあっ

た。木古内駅の駅勢圏は、渡島、檜山地方の９町に及ぶ。青函トンネルの開通に次

ぐ、今回の北海道新幹線開業に寄せる交通の変革に寄せる木古内町をはじめ渡島、檜

山地域の期待は大きい。

集客の中心は、ビジネス需要がそれほど見込めないため、量が少ないとはいえ地域

住民の需要の掘り起しと観光に期待することにならざるをえないであろう。近隣に函

館という超有名観光地を控え、観光客にどれだけ木古内に降りてもらい、新しい観光

商品の開発や伝統的な観光地である江差、松前を含めて呼び込めるかが課題である

また、北海道新幹線開業に伴い江差線（木古内～五稜郭）は、並行在来線となるた

め廃止となり第３セクターの道南いさりび鉄道（本社 函館市）として開業する。今

後も沿線人口が減少の一途が予測されるなか、また、将来的に北海道新幹線全線開業

時には函館本線（新函館北斗以北、小樽まで）の第３セクター化が想定されており、

こちらの運営、持続なども北海道や沿線地域が背負っていくことになり大きな課題で

ある。

きただより71 弘前大学地域社会研究会 上村 康之

『 北海道新幹線開業に向けて（３）～北海道木古内駅～ 』
『 書くネタが乏しいので 』
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翌日は信田さんが佐賀県みやき町に送ってくれた。ここで我小山町長と町

長戦略課長と合流した。ここから、本番の視察のはじまりはじまり。

みやき町でお相手をしてくれたのは福島主幹。PFI

事業をやることになったいきさつから、手順をこと細

かに説明してくれた後、完成した町営住宅のいちご館

とトマト館に案内してくれた。今年度、さらにオリー

ブ館を三棟造ると言うのだ。何故、果実の名前をつけ

るの？子育てしやすさナンバーワンと言ってる手前、

子供たちに慣れ親しみやすい名前とした。いちごとトマトの産地でもある

し。ではオリーブは？町長がこれから増やそうとしていて、子育て・婚活の

丘「四季彩の丘みやき」には町民オーナーのオリーブの樹を植えつつある。

各家庭にもオリーブの樹をプレゼントし、実った果実は町が回収しオリーブ

オイルにして一部を返す。町民がオリーブをつくり、町がオイルに加工し売

る仕組みをつくる、所謂六次産業化の取組だ。

この町に下水道事業はないが、もちろん汚水、雑排水の処理はする。合併

処理浄化槽を各戸に付けている。どこの自治体も設置に対し補助金を出すこ

とをしているが、ここは違う。町が浄化槽を各戸に設置し、使用料を徴収す

るやり方だ。しかも設置からメンテナンス、使用料徴収まで民間がやるPFI方

式でやると言うのだ。水道事業も荒尾市では一括PFIだ。

こうしたことができるのも、民間企業の企業責任が昔に比べはるかに高く

なっていることが前提にあるだろう。収入が伴う事業は採算性をシビアに行

動する民間にやっていただくことが肝要だ。武雄市のスターバックスを入れ

た図書館は特に有名だ。TSUTAYAが運営している。建てるところから運営

者が関わらなくてはどんなにいい建物ができても、魂入ったものにはならな

い。設計から施行、運営から管理まで一体的に任せるPFIの意味はここにもあ

る。行政は気の効いた発注と監視が仕事になる。むろん人員削減にもなる。

企業の人員削減に株主は喜ぶけど、多くは暗いニュースとして報道される。

一方、行政はよくやったと言うことになる。

先導する町長は58歳、六期目。30歳代から町長だ。決してど田舎の町では

ない、そこで評価を受け20年以上町の経営者を務めることができる人はそう

はいない。なんでも20代で町長になることを決め、町議２年で選挙に勝利。

仕事の内容は実に戦略的だ。学ぶことが多すぎる。減り行く人口に消滅市

町村と名前を挙げられ大いに危機感を煽られ、自然増がままならない中、首

都圏からの移住による社会増を目指し、そしてふるさと納税では富の分捕り

合戦が激しさを増してきている。

この場面では特に首長の手腕が試され、ここ10年で大きな差がついてくる

と思っている。みやき町長率いるみやき町には大いに刺激を受けた。いくつ

かはパクるつもりだ。

来年の今頃には小山町で必ず形を見せたい。（つづく）

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』九州視察の旅(6/27～30)その２

静岡県小山町まちづくり専門監 溝口 久

今夜の宿は行きつけの農家民泊の宇佐

市安心院町にある舟板昔ばなしの家、中

山ミヤコさん宅だ。いろりを囲んで旬の

野菜を使った料理が出るは出るは 特にお

気に入りはドジョウの唐揚げだ。地元で

養殖されている。ご飯は鳥の混ぜご飯の

むすびだ。すでに満腹、とてもお腹に余

地はない。翌朝に持ち越しだ。

朝食後に由布院に向かった、車で30

分も走れば着く、この日は第18回ゆふいん文化記録映画祭の日だ。小生が由

布院勤務を終えた年に始まった。中谷健太郎さんがQさん、ドキュメンタリー

の映画祭やろうと思うんだけど、どうじゃろうか？イベントには結構事務局

職員の手を取られるし、休日出勤もさせなくてはならないので、渋い顔見せ

たら いいんだ、やりたくなきゃ 一人でもやるぞ 健太郎さんはやると言った

ら、そこにはバックギヤもブレーキもない。あれよあれよと由布院の中に三

本目の映画祭を立ち上げてしまった。

スタートは有志が始めるのだけど、いつのまにやら

若手に実行委員長を譲り、地域の祭の色合いを出して

いくために、映画祭の交流会場を温湯区の公民館にし

て、壁には一面、花の御礼として寄付者の名前と金額

を書いた半紙が貼られていく。さすが、健太郎さんである。映画祭の会場

に、交流会の場には九州大学はじめ多くの学生がボランティアとして参加し

ている。その若さがどちらかというと地味な文化記録映画祭を華やいだもの

に変える。

我が町小山町でも昨年、映画祭が始まった。ここは専属のロケサポート職

員の活躍もあって、ロケ現場にされることが多い。そこで博士の愛した数式

をはじめロケされた映画を観る第一回映画祭がひっそり産声を上げた。今年

も開かれるか定かではないけど。由布院の伝統ある映画祭には遠く及ばない

けど、素朴さ、手作り感は満載、開催の折りには是非観に来て欲しい。

交流会場にはななつほしin九州のデザイナーの水戸

岡鋭治さんもＪＲ博多シティの丸山社長、静岡県の世

界遺産センター設計の建築家坂さんも森まゆみさんも

いて、楽しくお話しさせていだいた。もちろん、由布

院のかつての同志達ともね。夜深くなった頃、宿に戻

り気絶するように床についた。


